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年金制度の基礎知識―④

税理士法人よしとみパートナーズ会計事務所・東京グラフィックス顧問税理士　荒 牧　瑞 枝

年金額のシミュレーション
　　　～老齢年金受給額の試算

　さていよいよ、「いくら年金をもらえるか」のシミュレーショ

ンをしてみましょう。

　インターネット上に、日本年金機構が「自分でできる年金

額簡易試算」というページを用意しています。

http://www.nenkin.go.jp/n/www/service/detail.jsp?id=3829
　まず、お手元に「ねんきん定期便」をご用意ください。

図１　「ねんきん定期便」平成25年から35歳・45歳以外は、はがき版になりました
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自分でできる年金額簡易試算
　①前記サイトにアクセスして、「次へ」をクリック。
　②生年月日と性別を入力して、「次へ」をクリック。
　③�次のページで、年金加入期間と平均標準報酬の実績を

入力します。
　自営業者であった期間がない方、つまり、ずっと会社勤め

しかしたことがない方は、初めの３つの項目は飛ばして、「会

社員（厚生年金保険）及び船員（船員保険）であった期間」を

入力します。

　計算に使う率が違うため、平成15年までとそれ以後に分け

て加入期間を入力します。

　「ねんきん定期便」に「これまでの年金加入期間」が月数で

記載されています。まず平成15年４月から「ねんきん定期便」

の一番上に書いてある、計算の時点の月日までの期間を計算

して入力し、次に全期間から上記期間を差し引いた期間を、

平成15年以前の欄に記載します。

　やっかいなのが、「平均報酬月額」の金額です。今まで働い

てきた平均月収を出さなければなりませんし、これから先、今

の月収が続く保証もないわけですから、困ってしまいますね。

　平成24年までは、過去の標準報酬一覧まで記載した A4

数ページのものが送られてきていましたが、平成25年からは

35歳と45歳だけが詳細版で、あとははがきの簡易版となって

情報が少なくなっています。

　詳細版で計算すればより正確になりますが、勤続年数が

長いと足し算するだけでも大変ですので、ここでは、はがき

に記載された数字を使って、ざっくり計算してみましょう。

　図１のはがきの表面の下の方に、「（参考）これまでの保険

料納付額」という項目があります。その「（2）厚生年金保険」

の欄に、保険料納付額の累計額が記載されています。これ

を、厚生年金加入月数で割ると、平均的な１ヵ月当たりの保

険料が算出できます。

　この金額を保険料率で割り返せば、平均標準報酬月額が

出るはずですが、この保険料率がずいぶん変遷しています。

しかたがないので、簡便的に平成元年から平成24年までの

24年間の率を平均すると、おおよそ166／1000となります。率

はどんどん上がっていますから、これで出した数字は実際よ

りも小さめに出ます。シミュレーションですから、保守的にい

くということで我慢しましょう。

　納付済額÷加入月数÷166×1000
　この金額を「平均報酬月額」の欄に入力します。

　平成15年前と後と、同じ数字を使います。

　④�これから先退職するまでの期間と平均報酬月額を入
力します。

　⑤�次に確認ページが表示されたのちに、１年間の見込年
金額が表示されます。

　さて、これで計算してみていかがでしょうか？　この試算

には、基金に加入していた場合の上乗せが加味されていませ

んし、将来の報酬も過去の報酬もざっくりした計算になりま

すが、一つの目安にはなりますので、ぜひ一度、チャレンジ

してみてください。

　より正確な金額を試算したいときには、「ねんきんネット」に

登録すれば、過去の記録に基づいた試算をすることもできま

す。こちらに登録すると、年金記録の確認ができるほか、前

回お話しした、すでに年金を受給している方が働いた場合

に、年金額がどうなるかなどの試算もできます。

　次回からは、遺族年金・障害年金のあらましと、受給の場

合の手続きについてのお話をします。

図２　平成24年以前の「ねんきん定期便」があれば
　　　Ｃ－５ページを参照してください


